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現在、霊長類研究所は「ヒトとは何か」あるいは 「ヒ トはどこから来て、 どこに向かうのかJと
しづ、わたしたち人類にとって不滅の課題を総合的に研究する園内唯一の霊長類の研究所として、「
らし ・からだ ・こころ ・ゲノムjのさまざまな専門領域からアプローチする独自の体制で、研究教育
活動を展開しています。平成22年度には共同利用 ・共同研究拠点「霊長類総合研究拠点Jとして認め
られ、国内外の先端的な共同研究を推進してまいりました。










研究拠点事業のみならず、グローパノレ COEへの協力、 HOPE事業、特別経費 ・略称 『人間の進化』





これまでの50年、霊長類研究所の目標は 「くらし ・からだ・こころ ・ゲノム」と申し上げました
とおり、霊長類をさまざまな学問分野から多面的に研究する総合霊長類学でした包しかしながら、 こ
れからの 50年はポストゲノム時代とグローパル化に対応した新たな展開を図ってし、かなく てはなり
ません。たとえば、共通祖先からおよそ 500万年前に分岐したチンパンジーとわたしたちヒトは非常
に多くのゲノム情報を共有していますが、現在のくらしや状況は全く異なってし、るとしかいいようが
ありません。このチンパンジーとヒト、あるいはボノボやゴリラ、オランウータンを含めたヒト科の
霊長類において、どのような遺伝子の違いが身体や認知の違いをもたらし、さらには今日にみられる
ような社会システムの違いをもたらすに至ったかを、断片的な「お話Jではなく、ゲノムや細胞から
形態発生、脳神経科学、認知科学、さらに行動字、生態学までの一連の研究を有機的につなげてエビ
デンス ・ベースで解き明かすことが期待されていますD
同時に、霊長類種のおよそ 60%が絶滅の恐れがあるとされている現在、多くの霊長類の生息地で
あるアジア、アフリカ、 南米の国々が独自に霊長類の研究をおこない、それぞれの国の実情にあわせ
て保全にむすびつける活動を積極的に支援していく必要があると考えています。50年の節目にあたり
この研究面と社会的貢献面の両面において、当研究所が今後も世界をリードできるかが大きく問われ
ていますロこのような問題意識を先鋭化させながら、霊長類学発祥の地である日本を代表する研究機
関として国際ネットワークを築きつつ、研究教育活動を充実させていく所存であります。
これまでの50年間は、ひとえに、先輩の諾先生がたの並々ならぬご努力の賜物ですし、大学本部
や学内の関連部局、文部科学省や日本学術振興会、そして国内外の研究者コミュニティによる長年に
わたるご支援のおかげでございます。改めて感謝申し上げますとともに、次の50年に向けて、ご指導、
ご鞭撞いただきますよう、よろしくお願い申しょげます。
所長湯本貴和
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